職務経歴書
20xx年xx月xx日
氏名〇〇　〇〇
【経歴要約】
[bookmark: _Hlk111553740]〇〇税理士事務所で税理士補佐として中小企業、個人経営者を中心に25社のクライアントを担当しました。退職後、公認会計士資格を取得し、現職の監査法人△△で製造・商社・銀行系企業における監査業務、財務分析の他、月次・年次決算、有価証券報告書、税務申告、海外決算、連結会計等、会計業務全般に携わっています。

【職務内容】
[bookmark: _Hlk111120483]〇〇税理士事務所（正社員）20xx年xx月～20xx年xx月
資本金〇億〇千万円　従業員数〇〇名　

【企業概要】
税理士3名　税理士補助6名　一般事務員3名
＊税務会計、海外業務、人事コンサルティング、マネジメントサービス、事業承継
＊中小企業、大企業、外資系企業といった幅広いクライアントを持ちコンサルティング業務も積極的に行う（20xx年、税理士法人となる）。

【業務内容】
税理士補佐として下記業務に携わる。
・個人・法人（25社担当）の月次試算表作成
・決算処理と財務諸表作成
・給与計算業務
・法人税申告書類の作成・提出
・個人確定申告
・加入保険の見直しアドバイス　
・企業価値及び無形資産の価値等の算定

[bookmark: _Hlk111120553]税理士補佐として中小企業、個人経営者を中心に25社のクライアントを担当した。繁忙期が重なるため効率的かつ正確に仕事を行うことが要求された。経営者の方に指導を行うなかで、逆に勉強をさせてもらうことも多く、貴重な経験になった。税理知識だけでなく社員の人材開発について指導させていただく機会にも恵まれた。

[bookmark: _Hlk111120761]
監査法人△△（正社員）20xx年xx月～現在
資本金〇億〇千万円　従業員数〇〇名　
【企業概要】
公認会計士　12名
・証券取引法、会社法に基づく財務書類の監査証明業務
・内部統制
[bookmark: _Hlk111121561]・CSR・リスクマネジメント
・M＆A・組織再編・企業再編

【業務内容】
第二監査部に所属（20xx年xx月～20xx年xx月）
・ 会計基準による財務報告
＊製造・商社12社を担当 
・予算策定・管理、財務分析
＊クライアント企業5社を担当 
・財務報告に係る内部統制報告制度、SOX法（企業改革法）への対応

第一監査部に所属（20xx年xx月～現在）
・ 内部監査
＊大手商社における内部監査業務を、プロジェクト（4名）で行う。
・株式公開監査 
＊ベンチャー企業の株式公開審査に携わり、短期間で公開を果たす。
・社内管理制度の作成
＊外資系銀行における管理制度をプロジェクト（3名）で構築する。
・M＆A
＊外資系企業におけるM＆Aに会計的見地から携わる。

プロジェクト単位（3名～6名）で、製造・商社・銀行系企業における監査業務、財務分析の他、月次・年次決算、有価証券報告書、税務申告、海外決算、連結会計等、経理業務全般に携わる。その他社内管理規定作成等のコンサルティングや、製造業・商社を中心とした、ビジネスのグローバル化に伴うM＆A後の統合業務にも携わる。

【スキル・知識】
USCPA（米国公認会計士）資格取得に向けて、自己啓発を行っている（20xx年受験予定）。

【資格・免許】
公認会計士　20xx年取得
TOEIC920点　20xx年取得
普通自動車第一種運転免許　20xx年取得

【自己PR】
オールマイティに対応
通常の監査の他、株式公開監査、企業再編業務、M＆A、CSR・リスクマネジメントの他、語学力を生かした外資系企業の監査にも携わり、公認会計士としてオールマイティに対応できることが私の強みです。
特に株式公開監査は、会計業務を強化し開示体制を短期間で構築し、ベンチャー企業の上場を果たすことができました。USCPA（米国公認会計士）資格の受検を予定しており、TOEIC920点（20xx年）のスコアで、ビジネス英会話も全く問題ありません。これまでの公認会計士の経験を生かして、株式公開に向けた会計業務、開示体制の整備業務で貢献できると考えます。

コミュニケーション能力
聞くことと理解していただくことを重視して、円滑なコミュニケーションが取れます。
現職では経営者や企業担当者に対して、予算策定や財務分析について専門用語を多用せず相手の疑問点などに真摯に向き合い、わかりやすく説明をして理解していただきます。また外資系企業では語学力を生かして会計報告を行います。
相手の疑問を解消し、きちんと理解していただけるコミュニケーションがおこなえます。
